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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A1〕stmct

　　The　profile　of　Canadian　immigration　is　changing　rapidly．This　can　be　seen　from　the

dramaticchangesinthesourcecountriesofimmigrantssincethe1970s．BeforeWor1dWar

II，most　immigrants　came　from　Europe－But　now，the　majority　of　Canada’s　immigrants

originate　from　Asia，Latin　and　Central　America，the　Caribbean，and　African　comtries．

Infact，immigration　from　ThirdWorld　origins　nowconstitutes　two－thirds　ofthe　inflowto

Canada－This　paper　examines　the　relationship　and　importance　of　immigration　to　the

creation　and　maintenance　of　ethnic　diversity　in　Canada，especially　in　the　urban　centers．

　　New　conditions　beget　new　theoretical　approaches．Theories　cdined　to　expIain　the

experiences　of　European　immigrants　are　not　very　helpful　for　understanding　the　new　ethnic

rea1ities．The　ethnic　and　socioeconomic　backgromds　of　the　new　immigrants　are　to0

diverse　to　fit　neatly　within　the　standard　assimiIation　framework．Sociologists　have　to

modify　the　existing　perspectives　to　take　account　of　the　new　plura1ism　in　a　new　and

restructured　urban　environment．

はじめに

　連邦結成時の1867年には，カナダの人口は主と

してイギリス系とフランス系の2つの民族集団に

よって構成されていた．イギリス系・フランス系

以外のヨーロッパ出身者や先住民族は，全人口の

わずかの部分を占めるにすぎなかった．同様に，

中国系の人々が大陸横断鉄道の建設現場や西部の

金鉱に出稼ぎにきていたし，アメリカの独立戦争

当時にイギリスに忠誠を誓うロイヤリストの黒人

がノヴァ・スコシア州に牟住したが，それでもこ

うした人々はカナダの全人口の一部を占めるにす

ぎなかった．当時のカナダは，建国以来のいわゆ

．るチャーター・グループといわれたイギリス系と

フランス系が，その人口構成の優位性を基礎にし

て社会的・経済的に支配的な地位を占めていた．

　しかしながら今日では，「新国際経済秩序」や「新

国際分業」といわれる国際経済の変動過程のなか

で，先進国への一時的労働力や移民の流れの変化

を通じてカナダの民族構成も大きな変化をとげて

いる．後にみるように，1980年代までにカナダは

イギリス系やフランス系だけが人口や社会・経済

的な面で圧倒的な優位性を誇る社会ではなくなり，

人種・民族や文化的に多様な集団から構成される

社会へと変貌をとげている．とくに，1960年代後

半からは，「新しい波の移民」（neW　WaVe　immi一
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grants）とよばれるような，第3世界からの移民や

難民が大量に流入し，カナダ社会のモザイク的構

成をますます多様化させている．

　こうした人口構成の変化は，人種・民族聞の緊

張と対立を生みだすだけでなく，移民政策から労

働市場や住宅の問題，そして医療や教育にかかわ

る公共サービスにいたる各種の領域で，適切な対

応についての論議を呼び起こしてきた．さらにま

た，今日の新移民は，カナダのすべての地域に均

等に配分されるのではなく，大都市部を中心に集

住傾向が強いことが注目されている．それゆえ，

全体社会レベルの研究も必要ではあるが，移民が

定着する地域的なコンテクストにもっと関心が向

けられなければならないであろう．

　近年，リストラクチャリングといわれる世界的

な経済の構造再編の過程が；第3世界における人

口の排出圧力を強め，同時に先進国における低廉

労働への需要を生みだすことにより，国境を越え

．た大規模な人口移動が生じている．いわば先進国

の大都市への大量の移民の流入は，経済構造の再

編過程と直接的に結びついている．けれども，こ

うした視角からの研究は，マクロな経済変動に焦

点を当てながら，そうした変動が都市の日常生活

に及ぽす影響を十分に検討してきたとはいいがた

い．とくに，マクロな経済変動の過程と先進国の

都市における人口構造変動との結びつきについて

は研究の蓄積が少ない．また他方では，アメリカ

の都市社会学においてヨーロッパ系移民の経験を

説明するために用いられてきた視角は，新移民の

現実を理解するには十分な有効性をもちえなくな

っている．すなわち，新移民の民族的・社会経済

的背景は多様であるため，標準的な同化理論の枠

組みにはうまく収まりきれなくなっている．こう

したことから，先進国の都市における民族構成の

変化は，移民の適応過程，民族集団問の関係，そ

して民族コミュニティの形成と変容の過程にかん

して，新たな疑問を呼び起こしている．

　本論ては，カナタ社会の民族的構成を変容させ

てきた新移民の特徴に注目することによって，都

市で生じている人口学的な変動過程をあとづけな

がら，都市のエスニシティ研究にかかわるいくつ

かの論点を提示していくことにする．

1．カナダにおける移民の動向

（1）移民の歴史的推移

　カナダはその広大な国土面積にもかかわらず，

人口の少なさが発展の障害となっていたため，建

国以来，積極的に移民を受け入れてきた．しかし，

第1図および第2図にみられるように1860年代か

ら19世紀末までの時期には，不況の影響でしばし

ば出移民数が入移民数を上回っていたため，純移

単位・千人
450

400

－350
300

250

虻
140

■止
50　　　　　　　“

　O

　　　　　‘入移民
　　　　　｛

　　　　I　I

　　　パ

　　　川

　　　I　11
　　　1　●

　　’

　　‘

　　　　　一
、・’

　　1’

　’　1I　　．・　・、

川：　1＼一。、！
、1ザ、6　’）〕
・、．　　　　1　　　　　　　　■　　1“

、．．．．．、　　　　　　　　　　由移民

1870　1880　1890　1900　1910　1920　1930　1940　1950　1960　1970　1980　1989

（出所〕Ecommic　Council　of　Canada，N伽肋㈱初肋色Cアo〃，

　　Ottawa，0ntario：Economic　Comcil　of　Canada，1991，

　第1図　カナダの入移民と出移民（1867－1989年）

一g2一



早稲田大学人問科学研究 第7巻第1号1994年

250
単位・千人

200

150

1OO

50

O

一50

一100

一150

1870 1880 1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1989

（出所）第1図に同じ

　　第2図カナダの純移民数（1867年一1989年）

民数はほぼマイナスを示していた．20世紀初頭の

1900年から1914年にかけて，入移民数の大幅な増

加により初めて純移民数の増加がみられたのであ

る．ちなみに，この時期にあたる1913年には，年

間の入移民数は40万人以上を数えている．この移

民の第1の波は主として中央ヨー口’ツパと東ヨー

ロッパ系の出身者から構成されていたが，連邦結

成後の不況下で起こった人口流出を埋め合わせた

のであつた．

　次の両大戦間の時期には，再び入移民の規模が

縮小し，大戦下と大恐慌による出生率の低下とあ

いまって，カナダの人口増加率を低下させた．第

2次大戦後の1950年代には，再度入移民数が上昇

し，そのため純移民数も増加している．戦後のピ

ーク時に当たる1957年には30万人が流入し，純移

民数でも20万人をこえている．この第2の波は，

1930年代の出生率の低下から生じた50年代の若年

労働力の不足を埋め合わせたのであった．第1の

波が主としてカナダ西部の農村部の入植に向かっ

たのにたいし，第2の波は，50年代と60年代の都

市部での産業拡大に寄与した．

　その後，1960年代初期には50年代に急増した移

民の影響を緩和するために一時的に流入数を低下

させているが，1970年代以降は8万人から20万人

のあいだで変動している．こうした入移民数の変

動は，主として連邦政府の移民政策によるもので

あるが，その理由としては以下のような点が指摘

できるであろう．

　①1970年代後半と1980年代中期の移民数の低下

は，2回の百油危機による景気後退と失業率の上

昇を考慮したものである．その証拠に，移民のな

かでも労働市場に直接的なかかわりをもつ「独立

的移住者」のカテゴリーが大きく減少している．

　②1980年代前半の緩やかな上昇は，当時の厳し

い経済環境にもかかわらず，インドシナや他の地

域からの難民を受け入れるという要請に応えたも

のである．1980年には，家族員カテゴリーとほぽ

同数の難民がカナダに入国したが，独立的移住者

の数はほとんど変化していない．

　③1987年の上昇転化は，カナダの長期的な出生

率の低下傾向を埋め合わせるという新たな方針の

もとで，よリ多くの投資家や労働者を受け入れる

方向に転じたことによる．

　このように，近年は移民政策との関連で変動を

繰り返しているが，それでも海外からの移民の流

入は持続的な趨勢を示しており，1980年から1989

年の1O年間でみると，年平均111，570人となってい

る．人口増加に占める移民の粗貢献度は1951年か

ら61年で36．4％，1961年から7ユ年で43．8％，1971

年から81年で57．5％であった．人口の海外流出を

差し引いた純貢献度でみても，20％から30％と高

い水準を示している．
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　さらに，移民の累積人口が全人口に占める割合

を示したものが第3図である．これによると，1900

年代の移民の急増が1910年代から30年代にかけて

その割合を上昇させ，その期間は22％台に到達し

ている．その後，大恐慌と大戦の影響により流入

数が減少し，194！年と1951年には移民の割合も低

下したが，50年代からは第2の移民の波をうけて

わずかではあるが回復している．その結果，1986

年時点で約390万人の移民がカナダに居住し，全人

口の！5．7％を占めている．この割合を世界の他の

国と比較すると，イスラエルの45％（1972年）や

オーストラリアの20％（1976年）にはおよばない

が，アメリカ合衆国の6％（1980年）を大きく上

回っており，カナダは移民が全人口の多数を占め

る数少ない国の1つであるといえる．

％
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（出所）Badets，J．，Canada’s　Immigrant　Populati㎝，in

　　Mckie，C．＆K．Thompson（eds一），Cα伽肋珊So初1

　　τ㎎加ゐ，Toronto，Ontario＝Thompson　Educational

　　Publishing，Inc．，1990，p．9

　第3図　カナダの全人口に占める移民人口の割合

（2〕移民政策の変遷

　上記のように，1950年代から今日まで移民人口

の割合は15％台で安定的に推移してきたが，この

安定した数字は，移民の民族構成の面で生じた大

きな変化を反映していない．すなわち，1960年代

の後半以降，直接的には連邦政府の移民政策の転

換を通じて，そして間接的には世界的な規模で生

じている経済の構造再編の過程を通じてカナダに

流入する移民の構成に大きな変化が生じた．従来

のヨーロッパ系移民に代わって，アジア，ラテン

アメリカ，アフリカ等の第3世界出身の移民の割

合が急増しているのである．ここでは，その変化

の背景を理解するために，受け入れ国であるカナ

ダの近年の移民政策の変遷について簡単に触れて

おこう．

　！952年に制定されたカナダ移民法では，移民省

は入国申請者に対して「その人が属する民族集団，

階級，職業，．または出身地域に応じて」拒否する

ことができた．この時期には，イギリス本国，英

連邦諸国の白人居住者，アメリカ合衆国およびフ

ランスからの移住希望者に優先権を与える一方で，

第3世界からの移民はカナダ市民の直接的な親族

に隈定するという，伝統的かつ選別的な移民政策

がいぜんとして継承されていた．1962年には，部

分的な修正が加えられ，熟練労働者についてのみ

移民枠の拡大が行われた．そのために移民の出身

国の優先順位の原則が撤廃され，これによってカ

ナダ市民の親族でない第3世界の熟練労働者の移

住申請が可能となった．

　1967年には，「ポイント制」と呼ばれる新しい移

民審査の基準が導入された．この制度のもとでは，

カナダ市民の直系親族にあたる家族員のカテゴリ

ーを別にして，あらゆる移住申請者は「個人の性

格，教育，訓練および専門的技能」によって平等

に審査されることになった．カナダの移民政策に

もちこまれたこの新しい自由競争システムは，後

にみるように移民の民族構成に大きな変化をもた

らしたのであった．さらに1976年に改正された移

民法では，カナダヘの移民申請の審査にあたって

「人種，民族的起源，膚の色，宗教，佳別等」に

よる差別をおこなわないことを明確に唱っている．

　この結果，現在ではカナダに受け入れ可能な移

民のカテゴリーとして，基本的には前述の「家族

貝」と「独立的移住者」に加えて，ジュネーブ協

定にもとづく「難民」カテゴリーの3つが設定さ

れている．第4図は1968年以後の移民の流入数を

各カテゴリー別にみたものである．この図から，

以下のような点が指摘できるであろう．

　①ユ970年代中期まで，独立的移住者が移民人口

の大きな割合を占めていたが，それ以後は絶対

的・相対的にもその規模を低下させている．この

ことは，移民数の調節に当たって，もっぱら独立

．一94一
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　　　　　　　　　第4図カテゴリー別の移民表

的移住者がその対象となってきたことを物語って

いる．

　②一方，家族貝は1970年代前半までは3万人台

の規模にとどまっていたが，それ以後はいくぷん

増加をみせながらも安定的に推移している．しか

し，相対的にみれば1970年代後半以降，移民人口

の減少にともなって比率の面では増加している．

　③i970年代末から難民カテゴリーが登場してい

るが，とくに1979年と1980年の両年次には独立的

移住者の数を上回る難民が流入している．実際，

1979年から1980年にかけてのインドシナ難民の受

け入れのさいには，数多くの民問の支援グループ

が組織され，民間べ一スで3万2千人以上の受け

入れがおこなわれた．これはカナダ政府による公

的べ一スの受け入れ数2万6千人を上回っている．

（3〕世界システムのなかのカナダ

　たしかに近年の移民人口の変動は，量的にも質

的にもカナダ政府の移民政策の転換と密接なかか

わりをもっているが，そうした変化は必ずしもカ

ナダに特有のものではない．アメリカ合衆国をは

じめとする他の国々でも，ほぽ同時期から移民の

出身国の構成が大きく変化し，ヨーロッパ系移民

が減少する代わりに，アジア，ラテンアメリカ，

中近東，アフリカなど第3世界からの移民が増加

している．

　第1表にみられるように，オーストラリア，ニ

ュージーランド，アメリカ合衆国といった代表的

な移民受け入れ国において，カナダと類似した移

民流入のパターンがみられる．各国とも，1960年

代後半から発展途上国からの移民が急増し，移民

全体のなかでの比重を高めている．その結果，ア

メリカ合衆国では1976年から1980年の段階で80．1

％を発展途上国の移民が占め，同じくカナタては

56．5％，オーストラリアでは41．7％，ニュージー

ランドでは26．5％を占めている．そのうちアジア

系移民だけの比率でみても，アメリカ合衆国が

38．8％，カナダ36．9％，オーストラリア32．2％，

ニュージーランド1O．9％と比率は増加している．

　S・サッセンが指摘しているように，アメリカ

合衆国の場合でも，1965年以降，移民の流入数と

その国籍別構成には著しい変化が生じている．

1960年前後には，ヨーロッパが移民流入総数の3

分の2以上を占めていた．これに対し，1985年に
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第1表先進国と発展途上国の別にみた移民人口の推移

1956－1960 1961－1965　　1966－1970　　1971－1975　　1976－1980

世　　　　界　　　合計

　　　　　　オーストラリア

　　　　　　カナダ
　　　　　　ニュージーランド

　　　　　　アメリカ

先　進　国　　　合計
　　　　　　オーストラリア

　　　　　　カナダ
　　　　　　ニュージーランド

　　　　　　アメリカ

発展途上国　　　合計
　　　　　　オーストラリア

　　　　　　カナダ
　　　　　　ニュージーランド

　　　　　　アメリカ

発展途上国
移民の割合

アジア系移民

の　割　合

　　合計
オーストラリア

カナダ

ニュージーランド

アメリカ

オーストラリア

カナダ

ニュージーランド

アメリカ

　（千人）

282．6

500．0

782．9

115．9

1427．8

2292．9

470．0

738．1

105．2

979．6

533，7

　30，0

　44，8

　10．7

448．2

　　（％）

　18．9

　6．0

　5．7

　9，2
　31．4

　n．a．

　2．7

　3．1

　7．8

2713．6

594．2

498．8

170．3

1450．3

1451．9

550．6

437．8

153．9

809，6

76ユ．7

　43，6

　61，0
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9，2
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8，3
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532．0
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126．3

364，1

　15．0

1404．3

56，1

25，5

43，6

10，8

72，5

15，6

22．6
3，1

31．6

3095．8

402．7

605，9

　60．8

2026．4

945．2

234．6

263，4

　44．7

402．5

2150．6

168．1

342，5

　16．ユ

1623．9

69，3

41，7

56，5

26，5

80，1

32，2

36，9

10，9

38．8

（出所〕United　Nations，〃〃刎肋伽1〃な畑肋〃∫倣舳仁∫

（注）先進国はオーストラりア，カナダ、ニュージーランド，アメリカ合衆国，日本，ヨーロッパ諸国，旧

　　ソビエト連邦を含む。発展途上国はそれ以外のすぺての国々である。

はヨーロッパの占める割合は9分の1に減少し，

アジア，ラテンアメリカ，カリブ海地域がいまや

全移民のうちの圧倒的多数を供給している．サッ

七ンによれば，アメリカ合衆国における1965年移

民法の成立は，明らかにそれに引き続く低賃金国

からの新しい移民を促進する重要な条件であった．

しかし，それがこのような促進力をもちえたのは，

アメリカ合衆国と新しい送り出し国とのあいだの

結ぴつきがすでに強められていたという状況のな

かで作用したからにほかならない．

　実際，この法律は流入移民の構成を大きく変え

たが，それは必ずしも意図されたとおりのもので

はなかった．家族呼び寄せに主眼がおかれていた

ので，新しい移民の大多数はすでに合衆国に移民

を送り出している国々から，すなわちどこよりも

まずヨーロッパからやってくるはずであった．し

かし，i965年以後の移民の劇的な増加は，カリブ

諸島と東南アジアからの全く新しい移住をもたら

したのである．このように，近年，これらの国々

で共通して移民の構成が大きく変化していること

は，国際移動のシステムそのものが再編成されつ

つあることを意味していると考えられる．

2．新しい波の移民　その基本的特徴

（1〕送り出し国の変化

　第5図は，第2次大戦後の1946年から1986年ま

での40年間についてカナダヘの移民の構成をアジ

ァ，アフリカ，ラテンアメリカ，ヨーロッパ，ア

メリカ合衆国・オーストラリア・その他の5つの
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1OO

80
アジア

60

アフリカ

40

20

ラテンアメリカ

アメリカ合衆国
及ぴその他

ヨーロツパ

1946　　　　　　　　　　　　　　　1956 1966 1976　　　　　　　　　　　　　　1986

（出所）Beaujot，R．．P妙肋肋挽C肋昭直伽C切物o励．Toronto，0ntario＝

　　　McClelland＆Stewart，1991，p．ユ37

第5図　カナダ移民の出身地域別構成（1946－1986年）

地域に分けて構成比として示したものである．こ

れによると，1950年代末までの15年問はヨーロッ

パ系移民がつねに8割をこえていたが，その後7

割台に低下し，1967年あたりから急激に比重を低

下させていることがわかる．1987年時点で，ヨー

ロッパ系移民の占める割合は24．4％となっている．

第2表からその内訳をみると，北西ヨーロッパと

南ヨーロッパの移民が減少しているが，東ヨーロ

ッパからの移民は小幅な変動を繰り返しつつも際

だった減少傾向は示していない．このヨーロッパ

とアメリカ合衆国・オーストラリア・その他を合

計しても，先進地域からの移民の割合は1987年に

29．5％を占めるにすぎない．

　一方，もっとも急速に増大しているグループは

アジア系であり，1968年時点ではまだ移民全体の

13．2％を占めるにすぎなかったが，その後増勢を

強めながら1987年には44．5％を占めるに至ってい

る．アジア系のなかでは，東アジア（香港の中国

系が中心であるが，そのなかには中国出身の中高

年層と香港生まれの若年層の2つのグループが含

まれる），東南アジア（ベトナム・フィリピン），

南アジア（インド・パキスタン）の3つの勢力が

’拮抗している．前述のように，1980年にはインド

シナからの難民が移民全体の30％を占め，それに

よってアジア系移民の割合を一時的ではあるが5

割台に引き上げている．

　このアジア系移民にはまだ及ばないが，ラテン

アメリカからの移民も近年その割合を増加させて

いる．1968年にはまだ6．4％を占めるにすぎなかっ

たが，新移民法の施行直後（1969年）には10％を

こえて，今臼では20％近くに達している．そのな

かではカリブ海諸島の出身者が12～13％を占めて

いるが，これらの人々は主にカリブ共和国やハイ

チといった英語圏の国からきている．また南米諸

国では1970年代後半にチリから，1983年以降はエ

ルサルバドルから多数の難民が流入している．

　アフリカからの移民は規模としてはまだそれほ

ど大きくはないが，それでも1968年の3．8％から

1987年の6．1％へと，その割合を着実に増加させて

いる．このなかでは北アフリカのアラブ諸国出身
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第2表 カナダ移民の出身地域別構成（1968－1987年）

Euro脾N．W．

Eum岬S．
’Eu・o脾E．

1≡阯mPE－Oth

EUROPE－tot…11

U．S．一生

Can註d2

N．Amei蜆一〇th

O〔囲nia

MDO；一Tot垣］

Afri〔目N，

AfriC宜“f．

Afrヨ蜆E，

Afri〔ヨS．

A什ic茗C．

Afric2－Sabd

South　Afric目

A什i蜆一0th

＾FR工C＾一to舳」

A畠ヨa　E目盟

A彗ia　S．E．

A昔ヨ目South

＾昌ia　We昌t

A；iヨOuH
＾；i宜一〇th

ASlA－tot且1

C目Hbb2自n’

C肛ibl〕e≡m一昌p．

CAR1B、一totol

M跳1co

Am町ic茗Ce而t冊1

Am2ric呂South
Am酊i蜆s－Oth．

L、＾．一total

Au昌t胴1io

LCD昌一Total

To胞1＾πi岬コ昌

1ヨ68　1螂　I970　1971　1972　1旦乃　19刑　19フ5　1目76　19η　19フ8　1雪79　1蜘　19呂1　1明2　1雪83　1蜘　1蝸　旭86　1蜥

ヨ1．0528、㎎25．5419．4920．6918，532一．2022．η10．9022．四20，251了．3フ1フ．4521．9620．価I2、仙10．フ2IO．12　自．49　9．5百

21－71工6。鎚1フ、101フ．固15．フ昔15．2114．㎝1O．51　0，05　8，60　9．ヨ1　6．関　5，仙　5，42　4，35　3．5フ　3，5フ　ヨ．50　4．1石　5．ヨ7

11，57　昌．92　昌．29　6，07　5，22　4，09　3．呂7　4，61　4，45　4，95　5，41　4，99　5．20　フ．鶉12．0310、明　9．珊　8．73　百．鶉　宮．46

0－01　0－OO　O．O0　0．㎝　O．OO　O．00　0．OO　O．00　0．OO　O．00　0．m　0．OO　O．OO　O．01　0．O1　0．OO　O．00　0，OO　O．00　0．OO

固、訓別．2850、雪ヨ娼．2141．7037．昭39．0837．珊明．岬35．踏詔、97困．2128．05剥、フ2ヨ6．明26．肪23．6フ22．3523．0324，39

9－3212－0514、四1フ．2415、フ911．フ310．侶　9，22　9．“　9．珊　9．65　フ．09　5．乃　6．富9　6．蘭　7，09　6．フ2　6，86　5，32　4，43

0．5フ　O．刀　O．7呂　1．O工　0，92　0．フ2　0，62　0，60　0，61　0，65　0，65　0．5ヨ　O．41　0、仙　O，46　0，4フ　O．蝸　O．40　0，25

0．Ol　O－Ol　O．010，02　0．0工　O，Ol　O．02　0，02　0，02　0．㎝　O．04　0，03　0，01　0，01　0．m　O．01　0．OO　O．01　0，01　0．O0

0，05　0，09　0，17　0．I7　0．1フ　O．口　O．1フ　0，22　0．η　O，21　0，22　0，21　0．四　〇、η　O．3ヨ　O，21　0，25　0，22　0，39　0、侶

フ』．3i　　57．14　　66．］2　　后L54　　5呂、5昌　　50．42　　50，31　　4フ、44　　44．O－　　45．22　　45．54　　ヨフ、Oフ　　34．46　　42．3ヨ　　44．26　　34．73　　ヨ1．12　　29．91　　30，15　　2昌．40

2．6フ　1、η　1．妬　1．28　I．25　1，26　1，26　1，41　1，49　1．蝸　1．2フ　1，10　1，15　1，46　1，57　1，4－　1，30　1．珀　1．5ヨ　ー、鴉

0，09　0，12　0－190，22　0，25　0．調　0，29　0、糾　0．銅　O．32　0．㎎　O、旭　O．23　0．2フ　O．1雪　O．四　〇．35　0，450．4目O．91

0，33　0．ヨ5　0，37　0，59　4，91　3．困　3，3フ　ヨ．49　2．蝸　1，52　1，50　5，20　1，1筥　1，511幽　2．1フ　2，15　2，06　2．㎝

O．09　0，10　0，08　0，09　0，11　0，10　0，14　0，22　0，55　0．6畠　O．52　0、ヨフ　O．31　0，35　0，31　0，19　0，21　0．1フ　O．26　0．ヨO

O．㎝　O．03　0．㎝　0，03　0，04　0，05　0，29　0，19　0，m　O，08　0，10　0．Oフ　O，06　0，07　0．lO　O，13　0，12　0，12　0、工6　0，18

0．Ol　O．01　0，02　0．m　0，01　0，02　0，02　0，02　0，03　0，03　0，03　0，04　0．Oヨ　O．02　0，03　0，03　0，03　0，04　0．㎝　O．05

0，59　0，51　0，55　0．凹　O．43　0，41　0，50　0、花　O．95　1、フ3　1，52　0．9昔　O．86　0．蝸　O．7呂　0．侶　O、ヨ4　0，41　0．茗2　1，09

0．OO　O，01　0，01　0，01　0，02　0、㎝　O．O1　O．01　0，01　0，01　0，OO　O．01　0．OO　O．01　0，OO　O，OO　O．01　0，OO　O．O0　0．O0

3一畠2　　2．昌1　　2、フ3　　2．87　　フ、02　　5．4雪　　5、宮フ　　6，44　　5，95　　5，82　　5．3雪　　4，01　　3，82　　4，68　　4．一0　　4，52　　4，53　　4，78　　5，38　　6，10

5．フ筥　6、フ雪　5．49　フ．39　呂．2410．凹　暑．9310．2211．41　目．31　9．0910，3筥m．艶1ヨ．価11，5畠13．4914．5714．8211．1416．ll

l、雪1　2，56　2，94　4，30　4，14　4，56　5、μ　5，32　5，50　6，93　7．雪126．百730．0114．3012．6015．8920．7319．5ヨ14．3611，51

3，01　4、則　5，73　6，30　6，95　8．04　昌．明　8，92　一．66　7，60　8、宮6　6．16　フ．フ0　8．5宮　宮．フ810，29　9．23　フ．ヨ510．8011，26

2，37　1．島0　1，95　1，92　2，14　1、η　1，96　2．3フ　6，15　4，62　ヨ．32　2．フ2　2，36　2、雪雪　2．花　2，23　2．乃　4，01　5，02　4、明

O、凹　O．㎝　O．05　0，07　0，09　0，09　0，15　0，15　0．lO　O．12　0，13　0．1呂　O．24　0．2島　O．2呂　O．19　0，21　0，25　0．3雪　O．61

0．Ol　O，01　0，01　0，03　0．O工　O，07　0，05　0，02　0，03　0，01　0．Ol　O．02　0．OO　O，01　0．lO　O，OO　O，09　0．OO　O．OO　O，04

13．1916－1516．1フ20．0121．5フ25．3フ25、価27．O030，852冒．5宮29．3246．1ヨ51，193目．蘭36．1042．10岬．61蝸、雪541．刀仙．51

5，46　　9．92　　10．62　　11，35　　9．06　　13．86　　13．21　　12．フ9　　12．57　　12．81　　12．4畠　　富、24　　6．7雪　　昌．29　　10．30　　11．29　　昌．78　　10．2フ　　12．98　　11，4呂

O，06　0．O筥　O，Oフ　O．lO　O．OO　O，Oフ　O，07　0，05　0．Oフ　O，07　0．Oフ　O．05　0．η　O，ll　O．10　0，24　0，25　0．2呂　O．47　0，41

5．52　　10．OO　　lO．68　　11，45　　9．15　　13，93　　1ヨ．2島　　12、昔4　　12．74　　12．宮7　　12．56　　宮．29　　1，05　　9．40　　10，4ヨ　　11．ヨ4　　9．03　　10，55　　1ヨ、45　　11．呂9

0－13　0，22　0，29　0，30　0，51　0．ヨフ　O，31　0．仙　O．49　0，66　0，63　0，35　0，29　0，31　0．個　O，59　0，52　0，54　0、フO　O，56

0、凹　O．0畠　O，110，12　0．1フ　0，25　0．2畠　O，31　0，36　0、ヨ6　0，39　0，26　0．2ヨ　O．40　0．96　ヨ．61　4，14　5，42　5，42　4，02

0、フ1　1．30　L52　1．フ目　1．61　ヨ、O呂　3，60　4．6フ　4，05　4、岬　5，06　2，93　2．l0　2．4ヨ　2．フ3　2，46　2，45　2，36　2，65　3，06

0，00　0－00　0、㎝　0．OO　O．OO　O．OO　O、㎝　O，00　0．OO　O．OO　O．㎝　O．OO　O．OO　O．OO　O，OO　O．OO　O．O0　0，OO　O．OO　O、口0

0．艶　1，60　1，92　2，21　2，33　3，71　4．1畠　5，42　5，50　5，49　0．O呂　ヨ．54　2，62　3，15　4，12　6－66　7．21　呂．32　宮、η　フ．制

2。η　2，20　2．3フ　1，82　1，36　1，0筥　O，90　0，86　0．95　工、01　1，12　0，97　0．舶　O、宮1　0．糾　O．46　0，50　0，49　0，47　0．37

25．6雪32。呂6珀．馳鍋一3641．4249、鴉49，6筥52．5655．兜53．7854，4百62．兜65．兜5フ、6フ55．7465．2フ蘭、舶フO．0969．昌520，51

1m－m　lOO．皿　1m．m　I㎝、OO　100．m　1m．m　IOO．m　1m．00　－00．00　100．O0　100．m　100，m　－OO．m　lOO．O0　1m．m　100．00　100．OO　lOO．00　100－00　100．m

（出所〕第4図に同じ

のユダヤ系の流入が目につく．

　カナダに流入する移民の国籍とその規模の変化

は，国際移動のシステムとそこにおけるカナダの

位置を反映していると考えられる．たとえば，ア

フリカは他の地域に比べてまだ相対的に国際移動

のシステムから隔離されており，そのため中近東

やヨーロッパヘの一時的な労働力移動はみられる

ものの，カナダヘの移民としては大きな流れを形

成していない．アジア系が犬きな流れを形成して

いる1つの理由は，ベトナム人を別にして香港・

インド・フィリピンといった国々がもともと英連

邦ないし英語圏に属していたため，カナダ祉会に

受け入れられやすかったことと新しいポイント制

度のもとでも有利であったことによる．ラテンア

メリカにかんしては，以前からアメリカ合衆国が

経済の豊かさやヒスパニック集団の存在のゆえに

主たる受け入れ先となってきたため，これまでは

カナダを移住先の候補地とみなす人は少なかった．

しかし，近年ではアメリカ合衆国において未登録

の外国人労働者に対する管理が強化されたり，カ

ナダにおいて中南米の難民が増加していることな

どから，こうした状況にも変化の兆しがみえる．

（2）移民の地域別特徴

　個々の移民の民族的・社会経済的背景は多様で

あるが，それを移民の出身地域でまとめてみれば，

以下のようないくつかの特徴点が指摘できる（第

3表参照）．

　（a）　ヨーロッパ系移民

　ヨーロッパからの移民の特徴は，ユOO．4と性比の

釣り合いがとれていることと，「独立的移住者」の

申請者が多いことがあげられる．また，20歳から
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第3表移民の出身地域別比較

カテゴリー（20～44歳）
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　　　計
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0．35

85．8

4．3

ラテンアメリカ

26，8

16，7

56．5
100
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0．45

97，4

10．8

咄所〕第4図に同じ

44歳のなかで大学卒業程度の教育水準をもつもの

が10．9％を占めているが，これは移民集団のなか

では中位の水準に位置している．

　（b）アジア系移民

　アジア系では，「独立的移住者」のカテゴリーが

減少し，その分「家族員」と「難民」カテゴリー

の割合が増加している．年齢構成では，「O～14歳」

の子どもがやや少なく，「45～64歳」と「65歳以上」

が増加している．しかし，20～44歳のなかでは教

育水準は高く，大学卒業レベルが22．4％と他の地

域の移民を上回っている．

　（C）　カリブ諸島系移民

　カリブ諸島出身者はかなり特異な姿を示してい

る．第3表にみられるように，性比が85．8ときわ

めて小さく，女性の占める割合が高いことがわか

る．ことに「20～24歳」と「35～44歳」において

その割合が高く，後者の場合，1970年代を通じて

女性は3対1の比て男性を上回っていた．女性が

多いためか，入国時の申請カテゴリーとしては「家

族員」が33．1％と高くなっている．教育水準では，

他の地域に比べて大学卒業者はかなり低くなって

いる．A・H・リッチモンドによれば，カリブ諸

島の移民は他の移民集団と異なり，若年層の女性

が入国した後に夫・母親・子どもを呼ぴ寄せると

いう形態をとることが多い．また，教育水準が低

いことは，カリブ諸島からの女性移民が最初の入

国に際して家事労働者として入ってくることと関

係している．

　（d）　ラテンアメ．リカ系移民

　ラテンアメリカからの移民は，子どもの割合が

高く，高齢者が少なく，大学卒業レベルの教育を

受けているものがやや少ないという点に特徴があ

る．これは，この移民集団のなかで「難民」カテ

ゴリーにあたるものが16．7％と高い割合を占めて

いることとも関係しており，チリやエルサルバド

ルの出身者が40％を占めている．つまり，最初の

段階では難民としてカナダに流入し，現在では同

じ社会的背景を有する家族を呼び寄せているとい

うことを意味している．エルサルバドル難民の多

くは農村出身者であり，チリ難民は労箪者と技術

者を含んでいる．

　（e）アフリカ系移民

　アフリカからの移民の特徴としては，性比が

118．9と高く，年齢では「15～44歳」がやや多く，

大学卒業資格を有するものが20．1％と高い割合を

占めている．また，移住申請のカテゴ■トとして

「独立的移住者」が多いことからみても，アフリ

カ系移民は教育程度の高い若い男性を中心に構成

されていることがわかる．アフリカは世界のすべ

ての地域のなかでもっとも教育水準の低い地域で
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あると考えられるため，こうした事実は以外に思

われる．しかし，別の点からいえば，これは国際

労働力移動の説明モデルに遭合している．すなわ

ち，全般的に貧しく教育水準の低い地域では，相

対的に大きな財力と高い教育程度を有する人ほど，

移住先で援助してくれる親族や友人をもたない場

合でも，遠く離れた国に移住することが容易にな

る．

（3）移民の社会経済的特性

　このように，移民といってもその出身地域ごと

に特性を異にしているが，それでは，移民全体と

カナダ生まれの本国人とを比べた場合には，どの

ような特徴点が指摘できるであろうか．まず年齢

構成からみると，移民は高齢者の割合が高く，逆

に子どもの割合が低くなっている．1986年に，移

民のなかで65歳以上の人口が占める割合がユ7％で

あったのに対し，本国人のなかでは9％であった．

一方，14歳以下の人口は移民のなかではわずかに

5％であったのに対し，本国人のなかでは25％を

占めていた．

　教育程度でみると，移民は本国人よ’りも大学卒

業者の割合が高いといえる．1986年に15歳以上の

なかで大学を卒業しているものが移民の場含ユ2％

を占めていたのにたいし，本国人では9％となっ

ている．しかし同時にまた，移民のなかにはカナ

ダの義務教育年限にあたる9学年を修了していな

いものも多い．！986年で15歳以上の移民の約4分

の！（23％）が9学年未満の教育しか受けていな

いのにたいし，本国人では16％であった．またそ

のなかでも移民女性の方が26％で，移民男性の20

％を上回っており，しかも本国人の女性の16％を

10ボイントも上回っている．このように，教育程

度でみた場合，移民は本国人の人々よりも教育の

高い層と低い層にはっきリと2分される傾向があ

らわれている．

　1971年，1981年，1986年の国勢調査統計によれ

ば，入国後ユ年半以内の人を別にして，移民は本

国人の人よりも労働力参加の割合が全般的に高く

なっている、男性移民と女性移民のいずれにおい

ても，居住期間の長さに比例して，労働力率は高

くなっている．第6図は，1986年の国勢調査統計

　　移民男性

。’’　本国人男性　　　　、

　　　移民女性　　　　　、

本国人女性

15－2425－3435一仙45－5455－6465－74　75＋

　　　　　　　　年齢
　（出所〕第5図に同じ

　第6図移民と本国人の労働力率の比較

からフルタイム労働を年間40週以上継続しておこ

なっているものの割合を年齢別に示している．こ

れによると，移民男性と移民女性のどちらも，本

国人の男性・女性に比べて労働力率は全般的に高

くなっている．ことに移民男性では「55～64歳」

で，移民女性では「45～54歳」において本国人の

男佳・女性とのあいだで開きが大きくなっている．

このような高い労働力率から，移民は労働力の拡

犬に大きな貢献をしてきた．たとえば，ユ966年か

ら1986年の20年問で，労働力人口は555万人，率に

して74％増加したが，そのうちの129万人，増加率

で23％はその期間中に流入した移民の労働力によ

るものであった．

　移民の職種構成を本国人の人口と比較すると，

男性ではまず専門職で違いがみられる．1986年に

移民男性のユ6％が専門職に就いてレ・たのにたいし，

本国人の男性ではその割合は12％であった．移民

男性はまた，管理的職業，製造・加工，サービス

職に就いているものの割合が本国人よりも多い．

そ・の反対に，第1次産業，事務職，販売職では少

なくなっている．移民女性の場合，専門職，事務

職，販売職で少なく，反対に製造・加工やサービ

ス職で大きな割合を占めている．とくに製造・加

工では，移民女性は本国人の女性にたいし3対1

の比で多数を占め，たとえば衣服製造の分野でミ

シン作業にあたるものが多い．

　移民の経済的特徴に関する1986年の国勢調査統
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計によれば，一般に移民男性は本国人男性よりも

5％ほど所得が上回っており，移民女性は本国人

女性よりも2％ほど下回っていた．すなわち，1985

年に年間40週以上フルタイムで働いた移民男性の

平均所得は31，800ドルであったのにたいし，本国

人男性のそれは30，200ドルであった．移民女性の

場合，平均所得が19，700ドルであるのにたいし，

本国人女性は20，100ドルとなっていた．この結果

をみると，同性間で比較した場合，移民と本国人

とのあいだでは所得格差はきわめて小さく，それ

よリも移民と本国人の別を問わず男性と女性のあ

いだの所得格差の大きさの方が目につきやすい．

実際，移民と本国人の男女間格差は，それぞれ38

％と33％となっている．

　しかし，移民男性と本国人男性，そして移民女

性と本国人女性を比較する場合，それぞれの集団

構成の違いをあらかじめ考慮しておく必要がある．

そこで，年齢と教育程度という2つの変数を調整

したのち移民と本国人の所得を比較すると，1980

年と1985年において移民の平均所得は本国人に比

べて3～5％下回っていた．さらにまた，移民の

異なるコーホート集団ごとに本国人と比較すると，

1975年以前に流入した移民男性と1970年以前に流

入した移民女性の場合，1985年の時点で同一の年

齢層と性別に属する本国人よりも高い所得をえて

いた．その後に流入した移民，ことに1980－84年

に移住したコーホートの場合1こは，本国人よりも

低い平均所得を示していた．このように，年齢や

教育程度と並んで，居住年数も移民の経済的達成

度を規定する重要な要因となっている．しかしま

た，近年の移民，ことに第3世界からの移民にと

って，経済的上昇を達成するために要する年数は

以前の移民に比べてさらに長くなっていることが

指摘されている．

　また，第7図にみられるように，ヨーロッパや

アメリカ合衆国から移住した伝統的移民集団と，

他の地域から移住した新移民集団とを比較した場

合，1975－1979年に移住したコーホートでは，伝

統的移民集団の平均所得は本国人にたいして男性

が98．7％，女性が93．3％を占めていた（年齢と教

育程度を調整している）．これにたいし，新移民集

団では同じコーホートでも，男性は本国人の77．8

第7巻第1号1994年

％，女性は83．3％にとどまっている．しかもこの

コーホートの新移民集団では，伝統的集団に比べ

てフルタイムで働いている男性の割合が少なくな

っそいる．しかし，新移民集団の女性は逆にフル

タイムで働くものの割合が高い．

　たしかに，第7図にみられるように，1960年代

ないしそれ以前に移住した移民は，伝統的移民集

男性
本国人男性の平均所得

1
2
0
1
0
0
8
0
6
0
4
0
2
0
　
0

％

120

移民　　　1946
男性全体　一60

1961　　　　1970　　　　1975　　　　1980
－69　　　　　－74　　　　　－79　　　　　－84

コーホート

移民
女性全体

本国人女性の平均所得

1946　　　　1961　　　　1970　　　　1975
－60　　　　　　－69　　　　　一フ4　　　　　　一フ9

　　　コーホート

目伝統的槻集団 □新移民集団

（出所）Beaujot，R．＆J．P．Rappak，τ加肋1召〆伽刎を〃・

　　ガo掘　加　C肋兜g肋g　∫ocあ一幽吻ρ9刎カ〃6　∫ま〃c〃犯∫，

　　0ttawa＝Report　for　Review　of　Demography，Health

　　and　Welfare，1988，pp．141－42

第7図　移民集団別の所得格差
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団と新移民集団とのあいだで，そしてまた本国人

とのあいだでも所得の格差は小さい．その点では

居住年数の長さが所得の上昇と直接的に関係して

いるように思われる．しかし，ここで注意しなけ

ればならないことは，これらのコーホート集団は

経済成長の時代にカナダに移住したということと，

新移民集団のなかには第3世界の住民，ことに自

人以外の「可視的少数民族」（visible　minorities）

がまだ少なかったということである．A・耳・リ

ッチモンドの研究によれば，1970年代以降に流入

したカリブ諸島系移民は，可視的少数民族という

こともあづて，その教育程度や資格に見合った仕

事と収入をえることが容易ではなかった．また，

同様にラテンアメリカ系の移民は，大部分が低賃

金の職種に集中している．近年移住してきた新移

民にとって，以前のコーホートと同じような規模

やスピードで，経済的上昇を達成する可能性はま

すます隈られているのである．第7図をみても，

1970年代以前と以後のコーホートでは本国人にた

いする比率，伝統的移民集団と新移民集団との格

差などの点で大きな違いがみられる．カナダヘの

入国時期が新しいコーホートほど，本国人に対し

て，そして伝統的移民集団と新移民集団とのあい

だで，所得格差が拡大している．こうした格差が

拡大している理由としては，以下のような点が考

えられる．

　第1に，移民集団の民族構成や労働力としての

質が大きく変化したために，カナダの労働市場に

たいする適合度が低下している点があげられる．

すなわち，すでにみてきたように1960年代後半か

らヨーロッパ系移民が減少し，第3世界出身の移

民が増大している．これらの移民のなかには，カ

ナダの公用語である英語・フランス語を使用でき

ず，教育程度が低く，職業上の技能をもたない人々

が多い．とくに，「家族貝」や「難民」カテゴリー

で移住してくる人にこの傾向が顕著であるといわ

れる．そのため南ヨーロッパ系，アジア系，そし

てラテンアメリカ系の移民女性に多くみられるよ

うに，こうした人々は衣服・繊維産業のようなそ

の民族集団に特有の職業的ゲットーに集中する傾

向がみられる．こうして，新移民，ことに移民女

性はますます賃金の低い職種，とりわけ先進国経

済のなかではその比重が低下している職種で集中

度を高めているのである．

　第2に，大学進学率の上昇や職業訓練の拡充な

どを通じて，本国人の労働力の質が以前よりも全

．般的に高くなっていることがあげられる．そのた

め移民の労働市場での競争力は，相対的に低下し

ている．

　第3に，新移民の構成が多様化し，新しい送リ

出し国からの移民が増加するにつれ，そうした

人々にたいする誤解や偏見にもとづく差別的な取

り扱いが増加しやすい．たとえば本国人の雇用主

は，移民のもつ資格や能力を正確に評価すること

がますます困難になる．

　第4に，近年の経済構造ないし産業構造の変化

が，移民の労働市場への参入と経済的上昇への障

壁をこれまで以上に高くしている．たとえば，経

済のサービス化が進展すれば，製造業のような移

民の未熟練労働力を吸収できる市場が狭まるとと

もに，サービス産業の職種ではその杜会について

の知識や経験がますます重要視されることになり

やすい．

3．移民の空間的分布

（1〕地域的分布

　ここまで移民の流入動向と「新しい波」といわ

れる新移民の基本的特徴についてみてきたが，移

民は入国後，カナダ全土に均等に配分されるわけ

ではなく，特定の地域ないし都市に偏って集中す

る傾向が強い．しかも，新移民といわれる人々ほ

ど，その傾向は顕著である．そのため，移民の地

域的な定着パターンは，カナダの人口の地域的分

布に影響を与えるだけでなく，流入先の地域や都

市の民族構成を変化させることにより，他の地域

や都市との差異を拡大しやすい．ここではまず，

カナダの1Oの州を比較しながら，移民の地域的分

布を概観してみよう．

　第8図は，1986年時点で移民の占める割合を各

州ごとに比較したものである．これによると，オ

ンタリオ州，ブリティッシュ・コロンビア州，ア

ルバータ州の3つの州で移民人口の割合が全国平

均をこえているが，そのなかでもとくにオンタリ
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第8図　カナダ10州の移民の割合（1986年）
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オ州とブリティッシュ・コロンビア州の割合が高

い．この2つの州では，ほぽ4人に1人が移民と

いうことになる．第2次大戦後の移民の流入は，

人口増加という点でいうとオンタリオ州とブリテ

ィッシュ・コロンビア州には大きく貢献したが，

大西洋岸諸州とケベックリll’1にはそれほどの貢献を

しなかったといえる．たとえば，本国人だけで比

較した場合，オンタリオリll’1はケベック州よリも17

％人口が多いだけであるが，それに移民人口を加

えると，オンタリオ州の方が39％上回ることにな

る．1986年でオンタリオ州の移民人口はケベック

州よりも4倍の大きさを有している．

　これをさらに詳し．くみたものが第4表である．

この表は，1961年から1986年の25年間の本国人と

移民のコーホ」トごとの地域的分布を示している．

第4表　本国人と移民コーホートの地域的分布

　　　　　　　　本　国　人 1946年以前

国勢調査年 1961　　　　1971 1981 1986　　　　1971　　　　1981　　　　1986

大西洋岸諸州

ケベック州

オンタリオ州

平原諸州

ブリティッシュ・コロンビア州

　　　計

11，9

31，6

31，7

16．7

　8．0

100，O

10，3

30，7
33I2

16．5

　9．3

100，O

10，9

28，9

32，2

17，8

10．3

100．O

1946－60

10，3

28，1

32，8

18，0

10．8

100．0

　2，8

10，2

39，8

27，4

19．7

100．O

　3．1

　7，9

41，4

25，7

20．0

100．0

1961－69

　3．2

　7，5

42，2

25，0

20．1

100．O

国勢調査年 1961　　　　1971　　　　1981　　　　1986 1971　　　　1981　　　　1986

大西洋岸諸州

ケベック州

オンタリオ州

平原諸州

ブリティッシュ・コロンビア州

　　　計

　2，1

16，3

55，4

14，1

12．0

100．0

　1，9

15，0

56，9

12，6

13．6

100．O

1970－74

　1，8

12，8

57，4

12，8

15．2

100，O

　1，8

12，3

57，4

12，5

15．9

100．O

　2，1

18，0

55，5

11，3

13．0

100．O

1975－79

　2，1

16，0

55，5

11，3

15．1

100．0

　1，9

15，5

57，0

10，8

14．8

100．O

1980－84　　　　　1985－86

国勢調査年 1971　　　　1981　　　　1986　　　　1981 1白86　1981　1986　1986

大西洋岸諸州

ケベック少ト1

オンタリオ州

平原謝1’1

ブリティッシュ・コロンビア州

　　　計

　2，7

15，8

53，9

13，2

14．4
10010

　2，5

13，1

54，3

12，8

17．3

100．O

　2，1

12，2

56，1

12，4

17．2

100．0

　2，3

15，3

48，5

17，7

16．2

100．0

　2，1

14，9

49，8

17，0

16．3

100．0

　2，2

15，0

44，0

21，2

17．7

100．O

　1，9

15，7

47，6

19，0

15．8

100．O

　2，0

17，5

49．O

17，8

13．7

100．0

（出所）Beaujot，R．＆J．P．Rappak，The　Evolati㎝ofImmigrant　Cohorts，in　Halli，S－S－et　al一，（eds一），互肋肋1）舳ogゆ伽，

　　Ontario：Carleton　University　Press，1990，p．113

（注〕犬西洋岸諸州…ニュー・ファンドランド州，プりンス・エドワード州，ノバ・スコシア州，ニュー・プランズイック州

　　平原諸州…マニトバ州，サスカチュワン州，アルバータ州
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これから気づく点は，まず第1に，この期間に本

国人の分布がほとんど変化していないことである．

　第2には，本国人に比べて，移民はオンタリオ

州とブリティッシュ・コロンビア州の比率が高く

なり，反対に大西洋岸諸州とケベック州で比率が

低下している．とくにオンタリオ州への移民の集

中度が高く，どのコーホートでみても40％をこえ，

高いところでは57％台を示している．

　さらに第5表は，移民集団を伝統的移民集団と

新移民集団に分けて地域的分布を比較している．

第5表 コーホート別・移民集団別の地域的分布

コーホート 1946年以前 1946－60

国勢調査年　　　　　　　　　　　　197ユ 198工 1986　　　　　　　　　　　1971　　　　　　　　　　　1981 1986

移民集団 TIG　　NIV　　TIG　　NlG TIG　　NIG　　TIG　　NIG　　TIG　　NIG　　TlG　　N工G

犬西洋岸諸州　　　　　　　　　　2．8

ケベック州　　　　　　　　　　10．2

オンタリオ州　　　　　　　　　　40．2

平原諸州　　　　　　　　　　　27．6

プリティッシュ・コロンビア州　　19．1

　　計　　　　　　　　　　　　100．O

4．O

1o．1

28，4

19，4

38．1

ユOO．O

3．1

9，6

41，6

26．1

19．6

100．O

3，2

13，3

35．3
ユ2，9

35．3

100．O

1961－69

3．2

9，4

42，3

25，3

19．8

100．O

3，4

13，1

37，9

14，5

31．O

lOO．O

2．O

14，7

57．6

ユ2，7

13．’O

1OO．O

1，7

20，2

44，4

11，4

22．3

100．O

I．8

12，7

58，5

12，7

14．4

100．O

1，8

14，4

40，3

15，0

28．5

100．O

1970－74

1，7

12，2

58，3

12，4

15．3

100．O

2，2

15，2

42，5

14，0

26．2

100．O

国勢調査年　　　　　　　　　　　　　ユ971 1981 1986　　　　　　　　　　197工　　　　　　　　　　1981 1986

移民集団 TIG　　NIV　　TIG　　NIG TIG　　NIG　　TIG　　NIG　　TIG　　NIG　　T1G　　NIG

大西洋岸諸州　　　　　　　　　　2．2

ケベック州　　　　　　　　　　16．7

オンタリオ州　　　　　　　　　　57．6

平原諸州　　　　　　　　　　　　11．5

プリティッシュ・コロンビア州　　12．ユ

　　計　　　　　　　　　　　　100．O

1，8

22，8

48，4

10，8

16．3

100．O

2．2

I4，6

57，7

11．6

ユ3．9

100．O

1975－79

1，7

20，0

49，2

10．5

ユ8．6

100．O

2．1

14，5

58，9

10，7

13．8

100．O

1，6

18，7

50，8

11．1

17．8

100．O

3．8

ユ5，8

53，5

13，9

13．O

ユOO．0

O．7

15，9

54，5

12．O

16．9

100．O

1980－84

3．8

ユ2，1

54，9

12，5

16．6

100．O

1，2

14，0

53，8

13，1

17．9

100．0

3．3

1ユ．6

56，8

12，3

16．O

1OO．O

！985－86

　O．9

12，7

55，5

12，5

18．3

100．O

198ユ　　　　　　　　　　　　　　1986 198ユ　　　　　　　　　　　　　1986　　　　　　　　　　　　　工986

T1G　　　NIG　　　TIG NIG　　　TIG　　NIG　　　TIG　　NIG　　　TIB’　NIG

大西洋岸諸州

ケベック州

オンタリオ州

平原諸州

プリティッシュ・コロンビア州

　　計

4．O

13，5

49．8

ユ7，8

14．9

100．O

I－5

ユ6，6

47，6

17．6

ユ7．1

1OO．O

3，9

12，7

50，8

17，2

15．4

100．O

O．9

16，3

49，1

16，9

16．8

ユ00．O

3，6

11，1

48，7

19，4

17．2

100．O

　工．3

　17，4

41，1

22，3

　18．O

」ユOO．O

3，6

13，6

50，6

19，6

14．2

100．O

ユ．O

19，3

46．O

18，7

16．6

100．O

4．3

52，8

16，6

12．7

100．0

1．0

47，2

18，3

14．2

I00．O

（出所）第4表に同じ

（注〕T－G…伝統的移民集団　NIG…新移民集団

これをみると，1946年以前に移住した移民におい

てこの2つの集団の違いがはっきりとあらわれて

おり，新移民集団ではブリティッシュ・コロンビ

ア州への集中度が高いのにたいし，伝統的集団で

はオンタリオ州や平原諸州により多く集中してい

る．そのあとに移住したコーホートでは，両集団

ともオンタリオ少1’1が半数近くを占めて第1位であ

ることに変わりはないが，新移民集団は伝統的集

団に比してケベック州とブリティッシュ・コロン

ビア州に多く住んでいる．しかし，1946年以前の

コーホートを別にしてどのコーホートにおいても，

ケベック州の新移民集団の割合は年を追って減少

傾向を示しており，いったんケベック州に移住し

た移民もその後他の地域に移るという傾向があら

われている．このことは，ケベック州の多数派を

占めるフランス系住民のなかに移民が統合されに

くいということを意味していると考えられる．

（2）大都市への集中

　第2次大戦後にカナダに流入した移民の多くは，

都市的地域，ことに大都市に定着し，都市の成長

と経済の拡大に貢献してきた．1980年から1989年
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にかけて，つわに移民の6割以上がトbント，モ

ントリオール，バンクーバーというカナダの3大

都市を移住先としてあげ，別の10％はカルガリー

とエドモントンをあげている．そのなかではトロ

1994年

ントが34％で第1位にあげられている．1986年に

これらの3都市に住んでいた本国人は全体の30％

程度であったのにたいし，移民の半数以上が3都

市に居住している．

10　　　　　　20　　　　　　30　　　　　　4096

トロント

パンクーパー

ハミルトン
ビクトリア

キッチナー
カルガリー

セントキャサリン・ナイアガラ
ウインザー

エドモントン

回ンドン

ウイニペグ

オシヤワ
モント1」オール

サンダーベイ

オタワ・ハル

サドパリー

サスカトゥーン
レジーナ
ノ、リファクス

セント・ジョン
シャープルック
セントジ…1ンズ

ケペック
トロワ・リピエール

ジョンキエール

（出所）Statistics　Candda，1986C吻蜘ψα伽ぬ

第9図　都市圏に占める移民人口の割合（1986年）

　実際，第9図にみられるように，トロントは移

民人口の割合がもっとも高く，1986年時点で移民

人口が36％を占めていた．第2位のバンクーバー

でも29％を占めている．モントリオールは15．9％

で，全国平均（15．6％）に近い．移民の都市への

集中度を別の面からみてみると，1986年にケベッ

ク州人口の47％がモントリオールに住んでいたが，

州内の移民の87％がモントリオールに住んでいた．

同じくオンタリオ州では，トロントは州人口の38

％を占めていたが，州内の移民人口にたいしては

54％を占めていた．ブリティッシュ・コロンビア

州でも，バンクーバーは州人口の48％を占めるの

にたいし，州内の移民人口に対しては62％のシェ

アをもっている．

　この図から移民人口の割合が高い都市の特徴を

とりだすと，第1に人口規模の大きな大都市であ

ること，第2に地域的にはオンタリオ州南部と西

部諸州に位置する都市が多いことが指摘できる．

一方，モントリオールは別として，ケベック州や

大西洋岸諸州の都市では，都市規模が小さいこと

もあっって，移民人口は小さな割合しか占めてい

ない．

　次に，今度は国勢調査統計から，民族集団ごと

に都市への集中傾向がどのように異なっているか

をみてみよう．第6表は，1981年の国勢調査から

各民族集団の居住地を農村と都市に分け，さらに

都市を人口規模別に分けて示したものである．こ

れによると，チャLター・グループといわれるイ

ギリス系とフランス系，そして早くから移住して

きたドイツ系とウクライナ系は，農村人口の占め

る割合が高く2～3割を数えている．また，都市

人口のなかでも，「1，OOO～10万人未満」という小

都市に住む人が多いことも大きな特徴といえる．

これにたいして，ユダヤ系と，近年移住してきた
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第6表民族集団別にみた居住地の分布

都　　　　市

民族
集団

イギリス

フフンス
ドイツ

ウクライナ

イタリア

ユダヤ

ギリシア

ポルトガル

スペイン

中国

インド・パキスタン

インドシナ

日本

西アジア

　　　　1，OOO一
農村　　　99，999

25，5

26，7

31，7

23．9
5．1

1．5

2．1

3．4

4．0

2，0

4．2

4．0

8．4

4．0

27，1

25，5

24，4

19．9

9．6

2．8

6，1

10．8
7．5

8，8

13，5

21，0

14．6
6．4

100，O00一　　　　　　　　都市

499．999500，OOO以上計
（％）

12．5
6，9

13，8

11，9

10．9
3．6

7，4

10．2

5．6

7．0

6，9

10．5
3，3

！2．2

34，9

40，9

30，1

44，3

74，4

92，1

84，4

75，6

82，9

82，2

75，4

64，5

73，7

77．4

74，5

73，3

68，3

76，1

94，9

93，5

97，9

96，6

96，0

98，0

95，8

96，0

91，6

96．O

（出所）Statistics　Canada，1981C㈱呪∫ψα舳肋

南ヨーロッパ系，アジア系は，その9割以上が都

市部に住み，しかも人口50万人以上の大都市に住

むものが7割をこえている．このように，古くか

らカナダに移住してきたユダヤ系を別としても，

第2次大戦後に移住したイタリア・ギリシャ・ポ

ルトガル・スペインなどの南ヨーロッパ系移民と，

それに遅れて移住した香港・インド・アラブなど

のアジア系移民は，大都市への集中傾向をはっき

りとみせているのである．

　このように，近年の移民は大都市への集中傾向

を強めているが，移民を構成する民族集団ごとに

移住先の都市が異なるため，当然，個々の都市の

民族構成も異なっている．第10図は，トロント，

モントリオール，バンクーバーの3都市について，

1980年から1989年までに流入した移民の構成を表

している．これによると，バンクーバーでは流入

移民の65％，トロントでは45％，モントリオール

で44％をアジア系が占め，各都市ともアジア系移

民の流入数が第1位を占めている．ことにバンク

ーバーは，アジア大陸との結びつきがもともと強

いことから，アジア系移民を多数集めてきた。し

かし，ここで注目すべきは，アジア系移民のこれ

までの移動パターンが変化してきたことであろう．

モントリオール

　　　　　　その他
　　　　　：1‡1≡ラテンアメリカ系

・’　　　　　　　ヨーロツパ系

バンクーパー

　　（出所）Employment　and　Immigration　Canada，
　　　　肋刎を〃肋地肋κ∫脆∫〃．桃ξo腕・，1989

第10図　3都市における流入移民の構成（1980－1989

　　　年）

すなわち，近年のアジア系移民は，最初の段階か

ら，あるいは地域聞移動という形で，トロントや

モントリオールにまで移住先を拡げてきているの

である．アジア系以外で流入数の多いのは，トロ

ントとバンクーバーではヨーロッパ系の26％と18

％であるが，モントリオールではカリブ海諸島
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系・ラテンアメリカ系が23％を占めてヨーロッパ

系（21％）を上回っている．しかしいずれにしろ，

3都市ともヨーロッパ系は近年の流入移民のなか

では少数派に転落し，第3世界からの新移民が多

数派を形成している．

（3）都市の居住パターン

　前述のように，第2次大戦後，そしてとくに1960

年代後半以降，移民の民族構成の変化と大都市へ

の集中は，地域的に不均等なかたちで民族集団の

多様化を推し進めてきた．とくに，第3世界から

の移民が大量に流入する大都市では，こうした新

移民がもつ民族的・文化的・社会経済的背景の多

様性のゆえに，かつての伝統的移民にはみられな

い問題を数多く生みだしている．ここでは，その

一例として民族集団の居住パターンの変化につい

て簡単に触れておこう．

　L・S・ボーンによれば，カナダの大都市では

民族集団ごとに異なった居住地の凝離のパターン

が存在している．第7表に示すように，民族集団

ごとの相違指標（index　of　dissimilarity）でみると，

イギリス系住民は他のどの民族集団に比べても居・

住地が分散しており，凝離の程度は低い．同様に，

フランス系，ドイツ系，ウクライナ系といった古

くからカナダに移住してきた民族集団も，低い凝

離の水準を示している．これにたいし，古くから

移住してきた民族集団であっても，ユダヤ系は各

都市において高い凝離の水準を示しており，とく

にモントリオールでは83．1という最高値を示して

いる．また，近年移住してきたアジア系，ラテン

アメリカ系，南ヨーロッパ系住民も高い凝離の水

準を示している．すなわち，チャーター・グルー

第7表 カナダの都市の凝離パター！（1981年）

民族集団
バンク　エドモ　レジー　ウィニ
ーバー　ントン　ナ　　　ペグ

トロン　ハミル　モントリケベックセント　　集団
ト　　　　トン　　オール　　・シティ　ジョンズ　平均

イギりス

ドイツ

フフンス

ウクライナ

ポーランド

オランダ

スカンジナビア

ノ、ンガリー

イタリア

チェコ

バルカン

先住民族

バルト海

ロシア

フインランド

中国

インド・パキスタン

ラテンアメリカ

アラプ

ギリシア

スペイン

ユダヤ

太平洋諸島

ポルトガル

全都市平均

多様性指標

17，4

15，9

21，1

15，8

20，9

25，1

16，3

24，7

44，8

34，6

34，7

39，5

46，4

28，7

32，6

50，9

38，9

46，7

62，3

48，2

43，6

55，9

44，6

58，9

36．2

，765

12，3

14，9

15，4

20，2

19，8

21．8．

13－6

28，4

41，8

34，4

37，8

37，2

50，1

35，4

40，7

36，2

48－1

42，3

47，3

51，2

44，9

65，5

54，2

63，3

36．5

．846

11，7

12，8

10，9

11，6

14，3

17，8

13，1

23，8

31，1

29，5

43，6

37，6

25，4

37，4

44，0

59，0

67，1

58，6

59，1

64，2

33．6

．851

20，8

20，0

39，0

27，9

27，9

24，9

18，3

33，6

33，8

31，9

47，4

49，2

51，8

34，8

53，9

45，2

51，6

40，7

60，7

53，6

56，8

72，5

61，2

68，2

42．7

．865

相　違

26，3

19，4

19，8

34，4

38，8

32，5

33，8

30，9

50，5

38，1

32，4

44，7

39，9

54，1

43，2

45，2

40，9

38，6

46，9

46，1

48，5

74，1

48，7

63，2

41．3

．782

指　標

15，1

17，1

18，4

22，4

27，8

34，0

31，7

23，8

37，3

32，4

44，8

51，6

43，1

65．6
6ユ．8

50，8

49，3

52，5

65，3

45，7

72，6

67，9

67，1

64，0

44．3

　．695

45，8

40，7

47，8

47，9

44，2

57，1

67，5

53，8

56，5

64，0

56，7

45，4

64，2

69，3

60，5

61，4

48，6

52，5

65，6

48，0

83，1

78，2

60，0

57．3

．564

21，1

39，3

23．2

38，9

61，0

72，7

66，8

61，7

68，4

76，1

52．9

．116

18，0

30，1

17．7

61，0

46，4

34．6

．134

16，2

20，0

21，4

23，8

25，8

27，2

27，9

31，1

36，6

37，1

40，0

42，9

46，6

47，2

47，5

49，1

49，2

49，9

53，0

53，0

59，0

61，0

61，9

62．8

（出所）Boume．L．S．et　al．．Cα刎ゐもE肋閉た〃o曲ε，Toronto，0ntario：University　of　Tor㎝to　Press，1986

（注）1．相違指標の数値が高いほど，その集団が都市の内部で均一に分布していないこと・つまり凝離の度合が高いこと

　　　を意味する。
　　2．多様性指標は，O（民族的に同質性が高い）から1（民族的に異質性が高い）までの値をと糺

一107一



カナダの都市と移民の新局面一その動向と特徴一

プといわれるイギリス系とフランス系，そして

1900年代初頭に大量に流入したドイツ系やウクラ

イナ系は凝離水準がもっとも低く，北欧系や東欧

系の民族集団はそれよりやや高く，アジア系・ラ

テンアメリカ系・南欧系住民がもっとも高いとい

う結果になっている．いわゆる「可視的少数民族」

といわれる集団ほど，凝離水準が高くなっておリ，

都市の内部で民族コミュニティないし飛び地
（ethnic　enclave）を形成することが多くなってい

る．

　また，ここにあげた都市間で比較すると，一般

にカナダ西部の都市ほど民族的多様性指標は高い

のに，凝離水準は低くなっている．反対に，モン

トリオールやケベック・シティのような東部の都

市では，民族的多様性は低くても凝離水準は高く

なって’いる．

　民族集団の凝離とその変容を同化の過程から説

明するこれまでの考え方によれば，人口移動と杜

会移動の激しい先進産業社会では，民族集団の凝

離は過渡的な現象であり，移民が数世代にわたっ

て教育水準を上昇させ，専門的知識・技能を身に

つけ，支配的文化との接触を増加させるにしたが

い，凝離は解消されていくとみなされてきた．し

かし，トロント大都市圏におけるA・H・リッチ

モンドとW・E・カルバックの研究によれば，凝

離の水準の低下がみられたのはイギリス系とフラ

ンス系，そして古くから移住したいくつかの北西

ヨーロッパ系の移民集団だけであり，より小規模

かつ新来の民族集団では，高い凝離水準が維持さ

れるかあるいはいくつかの集団では上昇さえして

いた．また，モントリオールの場合には，凝離水

準全般が高いだけでなく，カナダ生まれのフラン

ス系住民そのものが，近年，他の民族集団からの

凝離の度合いを高めている．したがって，モント

リオールにおける凝離のパターンを理解するため

には，同化理論が依拠する移民の社会経済的地位

の上昇といった要因だけではなく，そこにおける

フランス系住民の支配的な文化や言語の聞題をみ

のがすことはできない．

4．カナダの都市と新移民　一結びにかえて一

　これまでみてきたように，戦後，とくに1960年

代後半以降の「新しい波」の移民の流入は，カナ

ダ杜会，なかでも大都市において累積的な影響を

及ぽしつつある．この新移民の「新しさ」は，単

に人種・民族といった点でヨーロッパ系以外の多

様な民族集団から構成されているということだけ

でなく，職業・教育・経済力などの点で多様な社

会経済的背景をもつ人々から構成されているとこ

ろにある．かつての農村出身で未熟練労働力を主

体としたヨーロッパ系移民と比較すると，今日の

新移民には一方で出身国の人口のなかでも選抜さ

れた高い地位と経済力を有する人々と，他方で難

民や農村労働者のような未熟練労働力とが含まれ

ている．とくに，近年のアジア，アフリカ系の移

民は，都市出身で高度な教育を受け，専門的な訓

練と技能を身につけた人々を数多く含み，「近年の

アジア系移民の大きな部分にとって，職業階梯の

最下段に参入するという旧来の移民のイメージは

もはや当てはまらなくなっている」とさえいわれ

る．

　ところで，前述のようにこれまでの都市社会学

ないしエスニシティの研究は，未熟練労働者を主

体とした民族集団の適応過程に焦点を当てながら，

同化理論を用いて民族集団の社会経済的上昇と凝

離現象を説明してきた．この理論によれば，移民

集団は数世代をへるなかで，その社会の中核的文

化を身につけるにしたがい，最初の苦境の段階か

ら抜けだして杜会経済的上昇を果たしていくとみ

なされた．たしかに，同化理論は，従来のヨーロ

ッパ系の民族集団の遭応過程を説明するためには

有効であったといえる．それはダンカンらが指摘

するように，ヨーロッパ系移民の民族的出白は，

アメリカ合衆国やカナダのような社会では社会経

済的上昇にとって大きな障害とならなかったから

である．

　しかし現在では，新移民がもつ民族的出自と社

会経済的特性の多様僅のゆえに，移民の適応過程

が一様であるという前提に疑問が投げかけられて

いる．たとえば移民のなかでも専門職や経済的に

裕福な人は，しばしば既存の民族コミュニティに
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属さず，それとのかかわりをもたないことが多い．

また，一般に専門職や技術職の移民は，未熟練労

働者に比べて適応力に富み移住先の文化・社会に

いち早く同化されるが，それでも出身国との結び

つきを維持する傾向が強い．いくつかの研究によ

れば，こうした移民たちはしばしば移住先と早国

の両方に家をもち，家族とともに頻繁に行き来を

している．従来，研究者は，移動を一方向的な動

きとみなし，移民が移住先の新しい環境に同化す

るにしたがい，出身国とのつながりを弱めていく

と考えてきた．しかし今日では，母国への頻繁な

里帰リと家族や友人とのコミュニケーションの容

易さから，母国への関心や帰属意識がかなりの程

度で保持されている．

　さらにまた，民族集団の階層化（ethnic　stratifi－

Cation）を説明するために，同化理論はこれまで労

働市場で報酬をえるための一連の技能の獲得，つ

まり人的資本という要因を強調してきた．移民の

教育程度，専門的技能，労働経験，移住後の年数，

言葉の使用能力などが人的資本の重要な要素とみ

なされた．すなわち，移民は移住後問もない段階

では，言葉の使用や技能と資格の点で他の移民集

団や本国人に劣るため，労働市場において低い報

酬しかえることができない．しかし，数世代をへ

るうちに人的資本のレベルが本国人の水準に到達

すると，その移民集団は労働市場において不利な

扱いを受けることが少なくなり，より上位の階層

へと上昇する．

　けれども，この人的資本という考え方のもつ狭

い前提を批判しながら，近年の研究は移民の社会

移動に対する構造的文脈の効果を強調している．

つまり，民族集団に固有の特性は社会経済的上昇

の重要な要因ではあるが，それは移民が労働市場

に参入するさいに直面する，具体的な地域や都市

の社会的・経済的・政治的文脈のなかではじめて

意味をもつものである．たとえば，すでにみてき

たように，今世紀の初頭に中央ヨーロッパや東ヨ

ーロッパから大量の移民が流入したとき，カナダ

西部には入植できる土地が広がっていた．また，

第2次大戦後の経済の成長期には，カナダにたい

するアメリカ合衆国の資本投資が増大し，都市部

での産業の拡大は，南ヨーロッパと東ヨーロッパ

第7巻第1号1994年

系の多数の移民を吸収した．しかし新移民が都市

に流入するころには，都市経済の脱産業化とサー

ビス経済化の進展のなかで，未熟練労働力のため

の雇用の機会は大きく低減していた．生産ライン

の自動化，産業の郊外あるいは国外への脱出など

により，従来，移民によって担われてきた多くの

参入レベルの単純労働職種が減少しているのであ

る．

　こうした状況のなかで，今日の新移民は，伝統

的な移民集団以上により複雑かつ多様な適応過程

をたどっている．それゆえ，新たに再編されつつ

ある都市的環境のもとで，異なる民族的・社会経

済的背景をもつ移民集団がどのような適応過程を

たどるのかという問題は，カナダを含めた先進社

会の都市をみていくうえで，よりい？そう重要な

間題領域を構成すると思われる．
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